
まちづくり計画部市街地整備課

第3回 令和3年5月16日（日）10:00〜12:00

まもなく開始します

鎌倉市本庁舎等整備

市民対話ワークショップ



1. ワークショップ中のレコーディング、スクリーンショットなどの録音・撮影は

ご遠慮ください

2. ワークショップの様子は広報用記録として録画やスクリーンショットの撮影を

させていただきます

3. オリエンテーションや、発表の間は音声をミュートにしてください

4. 対話中お互いの表情がわかるよう、カメラをONにしてください

5. 操作などで困ったことがあれば、チャットで送信してください

6. ワークショップの円滑な進行にご協力をお願いします。ご協力いただけない場

合は退出等していただく場合があります

7. 万が一接続が切れてしまった場合は、同じURLから再接続してください。操作

方法がわからない場合、こちらにご連絡をお願いします

■市民対話ワークショップ：参加のみなさまへの注意事項
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事務局（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）連絡先

【電話】***- **** - *** ※この電話番号は当日のみ有効です。

【メール】chousya-seibi@city.kamakura.kanagawa.jp

mailto:chousya-seibi@city.kamakura.kanagawa.jp


本日の流れ



第1部：オリエンテーション 10:00〜10:15

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと〈共創〉ワークショップの目標について/10分（arg）

第2部：グループワーク 10:15〜11:30

1. 自己紹介・アイスブレイク/10分

2. グループワークの進め方について/5分（グループファシリテーター）

3. グループ対話/40分

ワークシートを基に、テーマ1と2それぞれでどのようなメッセージを伝えるのかを考え、対話する

a）どんな人たちに伝えたい b）何を伝えたい c）なぜ伝えたい d）どこで伝えたい

4. グループ共創/20分

テーマ1と2それぞれのポスター計画シートをまとめる

第3部：共有 11:35〜12:00

- 全体発表：3分×5グループ/15分

- 本日のまとめと次回に向けて/5分（arg）

- おわりに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く
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■市民対話ワークショップ：第3回プログラム



はじめに



これまでの振り返り



新たな本庁舎の整備
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鎌倉市役所現在地の利活用
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■鎌倉市役所現在地の利活用におけるポイント

利活用の基本方針

●市民サービスの提供・公共施設

再編と民間機能の導入による賑わ

いや憩いの創出

鎌倉駅直近において様々な魅力を発信

することで鎌倉のブランド力向上・新

たなライフスタイルの提案・「住みた

いまち鎌倉」の実現を目指す。
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民間機能
（新たなライフスタイル）

■現在地利活用におけるビジョンの考察

ITやデザインを活かし、日常を豊かにする共創拠点の創出
（市民の日常を包み支えるIT・デザイン）

日常の暮らし

鎌倉ブランド
市民自治
市民参加

社会へのタッチポイント
（接点）

文化へのタッチポイント
（接点）

図書館

ホール
生涯学習センターミーティング

スペース

市民サービス
窓口



民間機能
（新たなライフスタイル）

ITやデザインを活かし、日常を豊かにする共創拠点の創出
（市民の日常を包み支えるIT・デザイン）

日常の暮らし

鎌倉ブランド
市民自治
市民参加

社会へのタッチポイント
（接点）

文化へのタッチポイント
（接点）

図書館

ホール
生涯学習センターミーティング

スペース

市民サービス
窓口
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■現在地利活用におけるビジョンの考察

鎌倉をよりよく生きる／鎌倉でよりよく生きる

賑わいや憩いをデザインしていく



第1回レポート
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第2回レポート



開催概要

鎌倉市本庁舎等整備 市民対話 ワークショップ 第２回

◆開 催 日 ：令和３年（2021年）４月17日（土）

◆開催形式：オンライン

◆参加人数：31名

◆概 要：前回グループで対話を行った「新たな本庁舎」と「鎌

倉市役所現在地」の２つのテーマに対して“わたした

ちにとって”という視点で対話を深めました。

Outline

対話終了後のフォトセッションの様子
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1Theme
対話テーマ

新たな本庁舎の役割として、「困っている人に寄り添う」「ユニバーサルデザイン」「マイノリティの人達との自然な共

存」など利用者の多様性に配慮した「インクルーシブ」な場所とすることが重要であるというキーワードが挙がりました。

また、深沢地域と鎌倉市役所現在地の違いを理解した上で、深沢地域では「行政区域の場所の有効活用」を図り「音楽」や

「スポーツ」など「文化の発信地」となることが期待されていました。

Aグループ

2030年、わたしたちにとって新たな本庁舎の役割はどういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

・・・・・・・・・
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〈共創〉ワークショップ
プログラムについて
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■市民対話ワークショップ：目標

「周知・意見聴取」といった1方向のコミュニケーション
から〈共創〉ネットワーク型の市民参画へ

〈共創〉に取り組んできた鎌倉市だからこそできる
地域を「共につくる」ワークショップの実践

※共創とは：ともに考え、ともに創ること
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鎌倉市民や鎌倉市に関係する人びとの協働・参

画によって、鎌倉市の日常を支える公共施設、

公共空間のあり方を行政と市民と事業者が一体

となって検討できる場を、育てていきます

1. 協働・参加型のデザイン

■市民対話ワークショップ：実践方針



鎌倉市民や鎌倉市に関係する人びとが主体的に

関わり、自分たちのまち、自分たちの地域の公

共施設や公共空間をどのようにつくり、運営し

、利用していくのかについて、まずは「自分ご

と（わたしごと）」として考え、そこからさら

に「わたしたちごと」として捉えていきます

2. わたしたちごと化
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■市民対話ワークショップ：実践方針
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市民協働によって、ウィズコロナ/ポストコロナ

といった新しい時代における、鎌倉市の日常／

鎌倉市らしさを見つめ直し、鎌倉市の可能性と

課題を再発見します

3. 地域の可能性と課題を再発見する

■市民対話ワークショップ：実践方針
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‣ 1回の発言は1分までにしよう

‣ お互いの話を聴こう

‣ お互いの発言に対する否定・遮りはしない

‣ ともに考え、ともに手を動かし、ともにつくろう

‣ 答えを出さなくても大丈夫、問いを発見しよう

■市民対話ワークショップ：基本ルール
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■市民対話ワークショップ：全5回の流れ

オンライン開催

オフライン開催（状況によりオンライン開催）

第1回：3月 第2回：4月 第3回：5月 第4回：6月 第5回：7月

新たな本庁舎の役割を考え、使い方を創造する

鎌倉市役所現在地の場所性を考え、あり方を想像する

想いを形にし、共有するためのポスターをつくる

オリエン

市民が持続的にプロセスに参加することができる機会を創出し、

こうした市民の参加を、実践としての「共創」へとつないでいく



〈共創〉ワークショップの目標
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■市民対話ワークショップ：目標

ポスターをつくります！
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何のポスターを？

ポスターをつくります！

■市民対話ワークショップ：目標
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〈対話・共創テーマ1〉

2030年、

わたしたちにとって新たな本庁舎の役割は

どういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

〈対話・共創テーマ2〉

2030年、

わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

第1回、第2回で取り組んだ2つのテーマ

■市民対話ワークショップ：目標



33

第1回、第2回で取り組んだ2つのテーマ

それぞれのテーマで考え、対話した中で
最も大切にしたいことを、

ポスターにしてみんなに伝えましょう！

〈対話・共創テーマ1〉

2030年、

わたしたちにとって新たな本庁舎の役割は

どういうものでしょうか

（どんな役割であってほしいでしょうか）

〈対話・共創テーマ2〉

2030年、

わたしたちにとって鎌倉市役所現在地は

どんな場所であってほしいですか

■市民対話ワークショップ：目標
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なぜ、ポスターをつくるのでしょう？

想いを伝える、共有する

ともに考え、つくる仲間を増やす

ポスター=ヴィジュアル×言葉
伝えやすい、共有しやすいメディア

■市民対話ワークショップ：目標



35

※画像引用：PR TIMES -【そごう・西武】幕内最小の力士「炎鵬」を広告モデルに起用
https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000497.000031382.html

（最終閲覧日：2021年5月6日）

※画像引用：ブレーン -感謝の気持ちを伝える100周年広告
https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?
（最終閲覧日：2021年5月6日）

■市民対話ワークショップ：目標

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000497.000031382.html
https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?
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※画像引用：福地町立図書館・歴史資料館ふくちのちができるまで
https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?
（最終閲覧日：2021年5月6日）

■市民対話ワークショップ：目標

https://mag.sendenkaigi.com/brain/201712/up-to-works/012062.php?
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なぜ、ポスターをつくるのでしょう？

想いを伝える、プロセスを共有する

ともに考え、つくる仲間を増やす

ポスター=ヴィジュアル×言葉
伝えやすい、共有しやすいメディア

■市民対話ワークショップ：目標
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みんなが持続的に参加できる
〈共創〉のプロジェクトへ

みんなでポスターをつくり、
ポスターを通じで想いを共有する

■市民対話ワークショップ：目標



自己紹介・アイスブレイク
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■自己紹介・アイスブレイク

自己紹介とあわせて
あなたにとっての
「とっておきの鎌倉」
を教えてください



本日のグループワーク



第1部：オリエンテーション 10:00〜10:15

進行あいさつ・本日の流れ

- はじめに/5分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- これまでの振り返りと〈共創〉ワークショップの目標について/10分（arg）

第2部：グループワーク 10:15〜11:30

1. 自己紹介・アイスブレイク/10分

2. グループワークの進め方について/5分（グループファシリテーター）

3. グループ対話/40分

ワークシートを基に、テーマ1と2それぞれでどのようなメッセージを伝えるのかを考え、対話する

a）どんな人たちに伝えたい b）何を伝えたい c）なぜ伝えたい d）どこで伝えたい

4. グループ共創/20分

テーマ1と2それぞれのポスター計画シートをまとめる

第3部：共有 11:35〜12:00

- 全体発表：3分×5グループ/15分

- 本日のまとめと次回に向けて/5分（arg）

- おわりに/3分（鎌倉市まちづくり計画部市街地整備課）

- 記念撮影 ※NGの方は除く
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■市民対話ワークショップ：第3回プログラム
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■市民対話ワークショップ：本日のグループワークの進め方

第2部：グループワーク 10:15〜11:30

1. 自己紹介・アイスブレイク/10分

2. グループワークの進め方について/5分（グループファシリテーター）

3. グループ対話/40分

ワークシートを基に、テーマ1と2それぞれでどのようなメッセージを伝えるのかを考え、対話する

a）どんな人たちに伝えたい b）何を伝えたい c）なぜ伝えたい d）どこで伝えたい

4. グループ共創/20分

テーマ1と2それぞれのポスター計画シートをまとめる

対話をふまえて編集した
ワークシートを共有する

ワークシートを基に
どんなメッセージを伝えるのか

考え、対話する

ポスター計画書を
まとめる

1 2 3



d）どこで伝えたい
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■市民対話ワークショップ：ポスターにどのようなメッセージを込めるのか

c）なぜ伝えたい

b）何を伝えたい

a）どんな人たちに伝えたい

•鎌倉に誇りを持つみなさん

•鎌倉で生まれ育った中高生

•鎌倉へ移住してきたみなさん

•市役所で働くみなさん

等…

みんなで考えてみよう

•関心を持ってほしい

•共創に参加してほしい

•コミュニケーションしたい

•想いを実現したい

等…

•市役所、図書館等の公共施設

•学校

•駅

•まちなか

•ウェブ

等…



■市民対話ワークショップ：ポスター計画シート

c）なぜ伝えたい

b）何を伝えたいa）どんな人たちに伝えたい

d）どこで伝えたい
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■市民対話ワークショップ：【第4回予告】ポスターをつくるためのフォーマット、素材

パターン1 パターン2 パターン3 パターン4



第4回 令和3年6月20日（日）9:30〜12:30

鎌倉市深沢学習センターホール

鎌倉市本庁舎等整備

市民対話ワークショップ

（新型コロナウイルス感染状況等により変更となる場合があります）

まちづくり計画部市街地整備課


